
問	 高齢者タクシー・バス券事業の申請率。結果の分析は。
答	 	松伏地区は約52％、ゆめみ野地区58％、田中地区52％。申請

が低い地域は大川戸地区32％、下赤岩地区30％、築比地地区
36％、魚沼地区14％。タクシーの2,000円券は令和６年度開
始のため、引き続き検証を行う。

問	 後期高齢者に対して、個別健診を追加した成果を問う。
答	 	個別健診の受信者数249人、集団は751人。令和５年度の受診者数

は932人なので、受診者・受診率ともに若干の向上が図られた。
問	 保健センター設計業務委託料の内容と成果を問う。
答	 	建設予定地で実施した地盤のボーリング調査報告書の作成。建

築・電気設備・機械設備の詳細設計図の作成。バリアフリーに
関する協議や省エネ関係の申請など。

⒉　健康・福祉・社会保障

みんなの笑顔
を未来へつなぐ  緑あふれるまち まつぶし

　令和６年度を始期とする「第６次総合振興計画」の７つのまちづくりの主要施策を実施しました。
　令和６年度決算は、歳入総額108億５,490万円、歳出総額101億４,005万円、歳入歳出差引残高
７億１,485万円、実質収支額は６億４,765万円となりました。活発な質疑が行われ認定しました。

基礎工事中の保健センター
令和９年４月開所予定

高齢者タクシー・バス券

小中学校屋外防犯カメラの設置

⒈　子育て・教育

問	 スペシャルサポートルームの成果は。
答	 	令和６年度は、松伏小学校において試験

的に運用した。利用した児童数は26名。
成果は、長期欠席児童の減少。

問	 こども家庭センターの成果は。
答	 	こども家庭センターは妊娠期から家庭をサ

ポートし、児童虐待や孤立などを防止するこ
とを目的としている。令和６年度の相談件数
は98家庭で延べ180件。対前年度比で25
家庭の増。訪問件数は延べ104件。対前年
度比37件の増となっている。

問	 	病後児保育事業の検討は。
　　第一保育所で実施できないか。
答	 	過去１年間に子どもが病気やケガで保育園

などを休んだことがある人を対象に利用希
望を聞いたところ「出来れば利用したい」
が45.9％で半数近くを占めていたが、「利
用したいと思わない」も54.1％いた。今
後、先進事例を比較検討していく。

●こども医療費給付費（18歳まで拡大）	 １億	535万712円
●（小中学校）防犯カメラ更新工事費	 １,093万２,900円
●保育所運営事業	 １億２,216万6,672円

●高齢者タクシー・バス券事業	 １,025万５,500円
●後期高齢者医療健康診査等委託料	 785万８,804円
●保健センター設計業務委託料	 ３,718万円
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101億４,004万８,212円
令和６年度　一般会計歳出合計　令和６年度　一般会計歳出合計　令和６年度　一般会計歳出合計　みんなの笑顔

を未来へつなぐ  緑あふれるまち まつぶし
決算
認定

令和６
年度

大川戸地区新々田集会所裏の
排水路整備

音響が素晴らしい　エローラホール

松伏ふるさとカレースタンプラリー
2024

9月定例会　	9月1日から9月24日

問	 音楽のまちづくりの成果と特徴は。
答	 	教育委員会とエローラ運営委員会による主催事業、

多世代交流学習館で実施した事業、共催事業、交流
事業など全部で14事業を実施した。

　７回目のカレースタンプラリーの開催。町内外から327
名、そのうち町外から前年を大きく上回る195名が参加し
た。高校生カレー選手権を開催し、５校17チームが応募
した。その他、リフォーム相談会等を実施した。

●排水路整備工事費	 １,366万３,100円
　大川戸地区内の排水路整備
●地域公共交通活性化協議会補助金	 １,037万８,199円
●立地適正化計画策定業務委託料	 １,100万円

●広報紙等配布委託料	 348万８,982円
●自治会館等維持管理費補助金	 217万円
●文化振興運営事業補助金	 600万円

●古利根川桜並木保存会補助金	 152万円
●町民まつり実行委員会交付金	 440万円
　来場者数　27,000人
●町商工会助成金	 600万円

問	 立地適正化計画策定業務は、２年間で２,090万円。成果を問う。
答	 	計画に掲げた保健センターの移転建て替えについて、国土交通省の補助金を活用してい

る。人口減少、少子高齢化により都市機能の低下が懸念される中、引き続きコンパクト・
プラス・ネットワークの考え方に基づき、まちづくりを進める。

問	 地域公共交通計画について、取り組む優先順位は。
答	 	令和７年度からの５年間が計画期間。計画期間の位置づけはあるが、詳細に優先順位はつけ

ていない。

⒊　人権・地域コミュニティ・スポーツ・芸術・文化

⒋　産業振興

⒌　生活基盤整備
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●樹木管理業務委託料	 185万9,000円
●家庭系ごみ収集運搬委託料	 ２,559万７,990円
●資源回収団体奨励助成金	 110万３,100円
●枝草搬入奨励補助金	 27万円
●吉川松伏消防組合負担金(常備)	５億３,832万円
●防火水槽撤去工事	 984万５,000円
●避難所開設研修業務委託料	 126万５,000円

●保育・・・保育所などで、土曜日の延長保育や日曜日、祭日の保育の対応がされていない。
　　　　 病後児保育が実施されていない。

●	高齢者のタクシー券等の助成事業…交通不便地域ほど申請が少ない。タクシー・バス券の枚数増。

●	日本人による英語指導助手…学校の英語教育の環境が変わってきた。活用方法の前向きな見直し
が必要と考える。今後の検討課題にしてほしい。

●	各基金の運用…基金の一部を定期預金で運用しているものの、その成果が十分と言えない。積極的
な活用を希望する。

●	広報まつぶし…町内事業者への配布を要望する。駅置きは北越谷駅、吉川駅、越谷レイクタウン駅、
南越谷駅と、バス路線を意識した配置と考えられる。せんげん台駅にも配置するよう要望する。

●	動物死体処理事業…少しでも多くの動物たちが飼い主のもとに帰ることができるよう、マイクロチッ
プの読み取り機を有している委託先を選定するよう要望する。

●	がん患者ウィッグ購入費の助成…ウィッグ購入金額から考えると、一層の充実が必要。県の補助事
業をベースにしているので、県への増額働きかけも要望する。

●	発達・情緒通級指導教室設置（にじいろ教室）…金杉小学校の児童、保護者には送迎をお願いしてい
るので、教育偏在解消の上からも、必要に応じて設置に向けた努力を要望する。

●	出前講座…より多くの方の参加を可能とするためにも、オンラインの開催などの検討を求める。

⒍　生活環境・安全・安心・防災

令和６年度決算について 議員から出された意見・課題

問  資源回収団体奨励助成金の単価改正による
影響は。

答	 	以前は１㎏当たり５円だった助成額を、１
㎏当たり15円とした。令和６年度の資源回
収量は減少したが、助成金が増えたことで
回収量の減少を一定程度抑制することが出
来たと考えている。

問 防火水槽撤去工事の内容は。
答	 	松葉地内のコンクリート製で30立米を貯水

する防火水槽を、土地所有者からの申出を
受け撤去し、借地を原状回復する内容。

問  公害対策事業について、苦情受付件数
が33件、解決件数が21件。解決できな
かった原因と苦情内容を問う。

答	 	騒音苦情７件中、未解決２件。工場からの
騒音苦情に対し規制基準を遵守するよう指
導した。悪臭苦情は、基準値内であった
が、匿名の苦情のため継続している。

第二小学校・第二中学校で実施した
避難所開設訓練
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【 一般会計に対する討論 】
賛成討論：自民クラブ
　財政健全化を意識する一方、新たな収入確保やふ
るさと納税への取組など新たに掲げた施策を進め、
創造と工夫の考えを持ち最少の経費で最大の効果が
出るよう期待する。第６次総合振興計画の重点戦略
の１つに、こどもや高齢者にやさしいまちづくりを
掲げている。給食費２期分の無償化など課題に正面
から向き合い取り組んでいることを評価する。
賛成討論：チェンジ松伏・無所属クラブ
　町税も増加傾向であり、町の令和６年度の税収増
への取組を大きく評価したい。今後も財政構造の健
全化に向けて、一層の努力を期待する。住民の視点
に立って、限られた財源を効果的、効率的に活用
し、より多くの成果を収められるように、また、高
野町長のリーダーシップを発揮して、真に町民のた
めの施策を鋭意推進することを願う。

賛成討論：公明党
　国・県の補助制度や交付金を活用した事業を積極
的に取り入れたと評価する。令和６年度は、鈴木勝
前町長の責任で執行した事業。おおむね町民のため
に有効に活用されたと評価する。町単独では進めら
れない組合事業や東埼玉道路、地下鉄８号線、中川
と江戸川を結ぶ新放水路など、連携が必要な事業の
関係各所、各機関との一層の連携を要望する。
反対討論：日本共産党
　令和６年度は、定額減税の影響分を差し引くと町
税の個人町民税も、固定資産税も増額基調にある。
町民から、町の人口が減少する中で、税収も減って
いるのではないか財政状況が悪化しているのではな
いかと質問を受ける。また、細かな分野の様々な要
望があるが、努力をすれば実施ができる課題と考え
る。
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【町長提出】
議案第57号 松伏町教育委員会委員の任命について 退 退 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意
議案第58号 松伏町公平委員会委員の選任について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意
議案第59号 松伏町農業委員会委員の任命について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意
議案第60号 松伏町重度心身障がい者医療費支給に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第61号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第62号 松伏町職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第63号 松伏町手数料条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第64号 松伏町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第65号 松伏町議会議員及び松伏町長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関
する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第66号 財産の取得について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
議案第67号 損害賠償の額を定めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第68号 令和７年度松伏町一般会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第69号 令和７年度松伏町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第70号 令和７年度松伏町介護保険特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第71号 令和７年度松伏町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第72号 令和７年度松伏町下水道事業会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第73号 令和６年度松伏町一般会計歳入歳出決算の認定について ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

議案第74号 令和６年度松伏町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

議案第75号 令和６年度松伏町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

議案第76号 令和６年度松伏町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

議案第77号 令和６年度松伏町下水道事業会計決算の認定について ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

議案第78号 松伏町教育委員会教育長の任命について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意
議案第79号 令和７年度松伏町一般会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

【議員提出】
発議第８号 松伏町議会会議規則の一部を改正する規則 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 可決

発議第９号 気候変動の抑制と地球温暖化防止に向けて一層の対策推進を求める意見書 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

発議第10号 学校の業務量に見合った教職員の定数改善計画の策定および全国教員勤務実態調査を
求める意見書 〇 ◎ 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 否決

発議第11号 生活保護基準引き下げ違法の最高裁判決を踏まえ速やかな対応を求める意見書 ◎ 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 否決

9月定例会の議案の採決

（〇＝賛成、●＝反対、退＝退席、欠 = 欠席、◎＝提出者）
（会派名）自＝自民クラブ、チ＝チェンジ松伏・無所属クラブ、未＝未来クラブ、公＝公明党、共＝日本共産党、社＝社会正義クラブ

まつぶし議会だより　第131号- 4 - - 5 -


